
軍隊配備に関するサンタロサ市・市長からの要請書 
 
下の文書は軍隊の派遣に関するフィリピン・サンタロサ市市長からフィリピントヨタ労組事務所があ

るサンタクルスバランガイ街区会長宛への要請書である。この文書の中に登場する「地域社会組織化と

開発（略称 CＯDE）」がどのようなものか知りたい人はインターネットの検索で『オプラン・バンタイ・
ラヤ自由防衛作戦計画とは何か』（フィリピン超教派正義と平和運動編）などを読んでみてください。 
                       フィリピントヨタ労組を支援する会事務局 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
フィリピン共和国 
ラグナ州 
サンタロサ市 
市長職務室 

 
2008年 1月 10日 
 
ラグナ州サンタロサ市 
サンタクルスバランガイ街区 
バランガイ会長 
ドナト・ドーンズ殿 
 
親愛なるバランガイ隊長ドーンズ殿 
 
本書簡は、ラグナ州リザル、アンティポロ バランガイにフィリピン陸軍の第 202歩兵
旅団第 2師団が駐在することを是認し貴職に移管するものです。この部隊は、サンタク
ルスバランガイ街区において地域社会組織化と開発（略称”CODE”）活動を行うことに
なる筈です。 
 
貴職から承認が得られるであろうことを条件として、当職からは異議を差し挟みません

のでご承知おき下さい。 
 
上記にかんがみ、フィリピン国軍に対し貴職より必要な援助および便宜を提供して頂き

たく要請致します。 
 
以上 
 
市長 
アルレーネ・アルチラス・ナザレノ 
   （署名） 
 


